
 

 

資料 2 

男女共同参画標語（一行詩）の選考について 

古賀市男女共同参画に関する「標語（一行詩）」選考基準及び選考方法 

 

 

【男女共同参画に関する「標語（一行詩）」選考基準】 

 

・男女共同参画の趣旨に合致しているもの 

・身の回りなどで感じる「男女差別」を表現したもの 

・男女にまつわる習慣や風習、制度などへの疑問、不満を表現したもの 

・日常生活の中で生まれる男女のほのぼのとした姿や感謝、励ましの気持ちを表現したもの 

・男女共同参画社会への期待を表現したもの 

・女性の活躍推進を表現したもの 

・作品の中にユーモア、ひねりのきいたユニークな発想、言葉に対するセンスが感じられるもの 

・過去の入選作品と同一または酷似していないもの 

 

 

 

 

 

【男女共同参画に関する「標語（一行詩）」選考方法】 

  

1. 事務局で応募作品を各部門（小学校低学年・高学年、中学生、高校生、一般）30 作品程

度選考 

2. 古賀市男女共同参画推進委員及び古賀市男女共同参画輝き Koga ネットによる投票 

3. 古賀市男女共同参画審議会審議員による投票 

4. 古賀市男女共同参画審議会にて投票結果を踏まえ、最優秀賞各部門 1 作品を決定する 

5. 事務局で獲得票数の多い作品から順に優秀賞各部門 5 作品を決定する  

 

※獲得票数が多い作品のうち、男女共同参画の考えにそぐわないものとして男女共同参画審 

議会から意見が出された作品については選考しないものとし、次に獲得票数が多い作品を 

選考する 

※同点の場合は、審議会委員が投票した作品を優先する 

 



令和５年度男女共同参画一行詩作品（小学校低学年）

古賀市役

所男女共

同参画推

進委員

古賀市男

女共同参

画輝き

Kogaネッ

ト

古賀市男

女共同参

画審議会

合計

通番 作品 計 計 計

7 男だから女だから　きめつけない　そんなふうになりたいな 2 1 4 7

20 家のこと　みんなでやれば楽しいよ 5 1 1 7

13 医者でも先生でも政治家でもけいさつ官でも　さまざまな仕事は男も女もかんけいない 1 1 2 4

16 友だちに言われ　自分のすきをすてないで　自分は自分　あなたはあなた 1 2 1 4

24 一人一人のこせいが　かがやくみらいを作りたい 1 0 3 4

3 女らしさや男らしさよりも　自分らしさを大切に 2 0 1 3

4 家の家事　だれがやるかはきまってない 1 0 2 3

6 男の子も女の子も　すきなことできることを　のばそう 0 0 3 3

9 おかあさん　ぼくもできるよ　ごはんたき 2 1 0 3

23 男だから女だから　そんなことよりなかみが大じ 1 1 1 3

1 だれがなにをいおうと　じぶんらしさ  いかしてね 0 1 1 2

5 男女かんけいなく　家ていでも社会でも協力しよう 1 0 1 2

12 男の子だからこう　女の子だからこうと　きめつけられないですきなようにきめたいな 2 0 0 2

17
男の子だからこれを　女の子だからこれをと、だれがきめたの　人は同じけんりをもっている

人は同じけんりをもっている
0 1 1 2

30 何事も男と女きめつけないで、なかよくすごせるみらいをつくろう 1 1 0 2

8 転しょくしたお父さん　仕事場に女の人がいて　おどろいた 0 1 0 1

18 自分のやりたいことを　自分が自ゆうにきめよう 1 0 0 1

22 わたしたち　みんなそれぞれの色がある 1 0 0 1

25 おいしいよ　土日はお父さんの朝ごはん 0 1 0 1

27 男女できめつけず　自分のこせいを発っきさせよう 0 1 0 1

2 男女かんけいなく　こせいを大切に 0 0 0 0

10 ぼくのおとうさん　せんたくたたみじょうずだよ 0 0 0 0

11 男の子とか女の子とかかんけいなく　きょうりょくしようね 0 0 0 0

14 男女かんけいなく　活やくしよう 0 0 0 0

15 男の人だから、女の人だから、かんけいなく、それぞれ自分らしく 0 0 0 0

19 男女さべつをしないで　みんなで　なかよくするクラス 0 0 0 0

21 お母さんはたいへんそう　お父さんもわたしも　みんなでいえのことをしよう 0 0 0 0

26 男女でどうしてくべつするの？男子も女子もゆめがある 0 0 0 0

28 1人もとりのこさない　せかいへ 0 0 0 0

29 一人一人の意見を大切に 0 0 0 0



令和５年度男女共同参画一行詩作品（小学校高学年）

古賀市役

所男女共

同参画推

進委員

古賀市男

女共同参

画輝き

Kogaネッ

ト

古賀市男

女共同参

画審議会

通番 作品 計 計 計

7 男なのに　女だから　もう使わない　その言葉 4 0 1 5

27 いっしょにね　協力しあおう　家事育児 3 1 1 5

4 男女とわず　自分の好きなことをしていると自分はキラキラかがやける 1 0 3 4

9 ぼくんちは、そうじ、せんたく、家事、親父 3 1 0 4

1 女の人がこう？男の人がこうしないとおかしい？その考えかたがおかしいんじゃない？ 0 0 3 3

16 「あなたはこう」どうして男女で決めちゃうの  変えなきゃいけない「あたりまえ」 0 2 1 3

17 男女力を合わせれば　いろんなことが変化する 1 1 1 3

21 グローバルうたう政治家　ほぼ男　まずはそこから変えようよ 0 3 0 3

30 一人一人を認め　個性をみがき　世界を色とりどりに 1 1 1 3

13 いつまで続けるの？性別の鎖で縛られる　やりたい事ができない世界 1 0 1 2

14 お仕事はどちらもするのに　なんでだろう？家事や育児は女性だけ？ 1 0 1 2

19 子そだては　手伝うよではなく、そっせんしてやるもの 2 0 0 2

20 家のこと　できる人ができることをすすんでしよう 1 0 1 2

28 男の仕事　女の仕事　それは違う　みんなの仕事 1 0 1 2

33 男の子女の子じゃない　自分らしさが　ナンバーワン 0 1 1 2

2 好きな事、苦手な事　みんな支えあおう 1 0 0 1

8 できることは自分でやろう　男子も女子も関係なく 0 0 1 1

10 おしつけないで、あなたのその考え 0 0 1 1

15 家事、仕事、子育て、１人でするのは大変　お互いに助け合うとみんな幸せ 0 0 1 1

18 やめようよ　だれも喜ばない　男女差別 0 1 0 1

25 男だから女だから良い、だめ　それを聞いた人はどんな気持ちかな 0 0 1 1

29 世界中　男女格差なくしてるだけど　実際意識してる？ 0 1 0 1

31 互いを思いやり　男女共に　支え合おう 1 0 0 1

32 何でちがったらいけないの？ちがいは人の個性でしょ 0 0 1 1

3 なにも「男」「女」できめず　わからないこと　できないことは協力しあう 0 0 0 0

5 男女関係なく　決めつけずに協力する 0 0 0 0

6 母おやは仕事と家庭　２つ持ち 0 0 0 0

11 お父さんお母さん仲良く　家事を半分こ 0 0 0 0

12 女の人ができたあたりまえではない　お父さんを見て思った　ご飯作り 0 0 0 0

22 男女差別は　なぜなくならないのだろう 0 0 0 0

23 「男だから」「女だから」って何？みんな同じ人でしょ 0 0 0 0

24 性別で区別しないで　平等に 0 0 0 0

26 男女役わりをきめつけないで　自由に役わり 0 0 0 0

合計



令和５年度男女共同参画一行詩作品（中学校）

古賀市役

所男女共

同参画推

古賀市男

女共同参

画輝き

古賀市男

女共同参

画審議会

合計

通番 作品 計 計 計

13 男の意見　女の意見じゃなくて　あなたの意見 4 2 2 8

1 まず気付こう　身近であってる男女差別 1 2 3 6

18 気付いていますか　あなたの中にある　男女の壁 3 2 1 6

33 君がいくら「らしさ」求めても　僕はぼくだ 1 2 1 4

3 「男女らしさ」のせいで　大切な「自分らしさ」を消さないで 1 0 2 3

6 大丈夫？押しつけてない　男女の差 2 0 1 3

12 「男だから」　「女だから」　そういってあなたはあなたの可能性を挟めている 1 0 2 3

25 働く母と家事する父　逆だと感じない社会に 1 0 2 3

17 男でも女でも「自分らしく」生きる事が「あなたらしさ」 0 0 2 2

21 夜勤の母　ぼくは父のご飯で目を覚ます 0 2 0 2

26 決めつけず　相手らしさを　見つけよう 1 0 1 2

32 「男女平等」　言ってるだけじゃ　意味がない 1 0 1 2

5 「生きる」には　男女の差など　必要ない 1 0 0 1

10 つくろうよ　男女差別がない国を 0 0 1 1

11 男女共に支え合う　そんな世の中にしたい 1 0 0 1

15 目立たせよう　男女の差よりも　自分の良さを 0 1 0 1

19 家事進む　得意分野を　我れ先に 1 0 0 1

20 つくるのは　男女の差じゃない　おもいやり 0 1 0 1

22 男だから　女だからと　決めつけないで　認め合おう 0 0 1 1

23 役割は　男女ではなく　自分から 1 0 0 1

29 そこの君　ジェンダー平等　知っているかい 0 1 0 1

30 大切なのは　性別じゃなく　自分の気持ち 1 0 0 1

31 大切なのは　男女にとらわれない　自分らしさ 1 0 0 1

2 「男だから」「女だから」　確認しよう　その言葉 0 0 0 0

4 男女共にやりたい事は　全力で　将来の夢は君らしく 0 0 0 0

7 やめようよ　誰ものぞまない　男女差別 0 0 0 0

8 つくろうよ　男女が認め合い　輝く世界 0 0 0 0

9 誰にもね　もんくはいわせない　「自分らしさ」 0 0 0 0

14 「男だから」　「女だから」　なくしていこう　その言葉 0 0 0 0

16 その仕事　男だって女だって　できるんだ 0 0 0 0

24 なくしていこう　男女の間にある　みえない壁 0 0 0 0

27 男らしさ？女らしさ？そんなこと関係ないよ 0 0 0 0

28 大事なのは　あなたらしさで　「男女らしさ」ではない 0 0 0 0



令和５年度男女共同参画一行詩作品（高校）

古賀市役

所男女共

同参画推

進委員

古賀市男

女共同参

画輝き

Kogaネッ

ト

古賀市男

女共同参

画審議会

合計

通番 作品 計 計 計

5 支え合い　家事も仕事も　男女共同 0 1 5 6

12 偏見が　誰かの夢を　消していく 3 1 2 6

6 男女で「助けあい」「協力しあい」「尊重しあい」　３つの「あい」 3 1 1 5

3 ささえ合い　男女で創る　多様性 2 1 1 4

13 男女の差　つくっているのは　私たち 3 0 1 4

11 性別で縛るな　人の夢と希望 0 2 1 3

22 なぜですか　私はそれがいい　すきなのです 3 0 0 3

29 染みついた　「らしさ」脱ぎ捨て　はばたこう 0 1 2 3

2 性別によって　態度を変えるのはやめよう 0 0 2 2

4 個性こそ　より良い社会の　役割分担 1 0 1 2

9 男・女で見るのではなく　１人の人間として見よう 0 1 1 2

16 男女の差　ここから生まれる　思いこみ 1 0 1 2

24 話し合いが　認め合いの　第一歩 0 2 0 2

25 発揮しよう　ひとりひとりの　生き方を 2 0 0 2

8 男女の差　なくしていこう　多様性 1 0 0 1

17 それぞれの　個性を生かして　支え合おう 0 1 0 1

18 家事・育児　女じゃなくてもできること　皆でやれば　深まるきずな 0 0 1 1

21 解き放て　男女という狭い枠組み 0 0 1 1

27 「らしくない」　個性の否定をする言葉 0 1 0 1

28 どうしてよ　性別になんでこだわるの 1 0 0 1

30 男女の和　繋いで築く　未来の輪 1 0 0 1

1 レッツシェア　家でも外でも　皆で仕事 0 0 0 0

7 歩み寄り　狭めてゆこう　男女の差 0 0 0 0

10 その人が好きなように生きればいい　そんな概念　ブチ壊せ 0 0 0 0

14 無意識に　作る男女差　なくしてこ 0 0 0 0

15 差別なく　共にがんばる　いっしょにね 0 0 0 0

19 休日の　台所には　パパとママ 0 0 0 0

20 性別の違いがあっても　認めてよ 0 0 0 0

23 男でも女でも　みんな同じ人間だ 0 0 0 0

26 なくしていこう　性別の壁 0 0 0 0



令和５年度男女共同参画一行詩作品（一般の部）

古賀市役

所男女共

同参画推

進委員

古賀市男

女共同参

画輝き

Kogaネッ

トの

古賀市男

女共同参

画審議会

通番 作品 計 計 計

1 わたしの一歩とあなたの一歩　ちがう一歩が社会をつくる 4 6 10

合計



年度 部　　門

31 小学校（低学年）

31 小学校（高学年）

31 中学校

31 高等学校

31 一般

2 小学校（低学年）

2 小学校（高学年）

2 中学校

2 高等学校

2 一般

3 小学校（低学年）

3 小学校（高学年）

3 中学校

3 高等学校

4 小学校（低学年）

4 小学校（高学年）

4 中学校

4 高等学校

4 一般

何色のふくをきてもぼくは、ぼく

なぜだろう　男と女で　ふつうがちがう

認めあい　みんなでつくろう　平等社会

「一行詩」表彰作品一覧　（平成31年度～令和4年度）

パパとママ家事もいくじも助け愛

どうしてだろう　女がすると当り前　男がするとほめられる

好きなこと　させてくれない　まわりの目

目指そうよ　男女の壁の　ない未来

作　　品　　内　　容

知らぬまに　勝手につけてる　男女の差

そうりだいじんどうしておとこのひとばかり　女の人もなれるよね

男の仕事　女の仕事　いつまで使うの　その言葉

「一緒に」は「手伝う」よりも　暖かい

男女より　大事にしよう　個性や能力

男女の差　作らず　認めず　平等に

家事・育児、男女でシェアして明るい社会

女の人は大変と　お母さん見て思う　働き方

自分から　なくしていこう　男女の差

見たいのは　「男女らしさ」よりも　君らしさ

お互いを認めて　手を取り高め合う

何事も男女できめず　せんたくの自由


